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背景 
 近年、演劇分野においても舞台上の空気感、季節／感情／情報を演出するために、演出と

してプロジェクションマッピングによる投影がおこなわれている。しかし、実際に演劇の舞

台裏を仕事をする者の間で、監督と映像制作者の意図が合致せず、舞台上で繰り広げられる

世界観と、映像で繰り広げられる世界観にズレが生じるといった問題が多くの演劇の舞台

裏で発生している。さらに、舞台照明による、舞台上の光の演出と、映像の演出にリアルさ、

現場における舞台という非現実の中の現実が失われ、完全に映像だけが非現実と現実の境

目である演劇から乖離し、一つの非現実体験を観衆に与える媒体として舞台上で存在する

問題があげられる。こういった問題は、演劇だけでなく、音楽コンサートでも似た問題が発

生しているものの、やはりあくまで非現実空間の中の時間特性を持った疑似現実を与える

演劇において、映像と舞台上の演出の不一致は、本来の舞台上で行われる身体の拡張表現／

パフォーミングアーツの魅力を半減させるのではないかという危惧される。本レポートで

はこの問題を解決させることが可能であると思われる色彩が産み出す非現実性と錯覚にお

ける魅力的な演出案について提案したい。ズレをうまく利用することが新たな演劇世界を

産み出すヒントになるのではないだろうか。付け加えて検証はまたこれからの機会として

考えていきたい。      
 
映像と舞台上の演出がズレると感じる理由についての考察 
 
 演出といったものは、演劇においては、物語の筋を聴衆にわかりやすく、魅力的に伝える

ための装飾であり、舞台上で繰り広げる世界をテクノロジーで覆いかぶさり魅力を半減さ

せるべきではない。やはり「バレエ」「オペラ」といった超人的なエネルギーを舞台上で発

揮する演目に関しては、それらを価値として優先させるべきであり、映像演出というものは

あくまでも舞台上において核となるものを観衆に対し、広く、わかりやすく、魅力的に伝え

るツールでなければならない。非現実性を持ったリアルである演劇において、全く現実と乖

離した演出で書き足しすることにより、本来核にすべき演出が埋もれてしまいやすいので

ある。やはり、人間は視覚的に魅力ある事象に目がいく。かつて人が本を主にメディアとし

ていた時代から、電波にのった情報、TV／インターネットなどの情報メディアに偏りだし

たように、やはり舞台上で核でありアナログ的な演目に演出として、デジタルな演出を付け

加えることは細心の注意が必要となってくる。舞台上の超人的な身体拡張の輝きを奪いか

ねない。だからこそ、いかに身体的な表現にリンクし、あくまでも核となるムービングをさ



らに魅力的に伝えるために演出するか。この点が必要となってくる。近年問題にあがるのは、

舞台上の演出に見る映像が物語のコンテキスト、文脈に合致しにくくコンテンツとして独

立しがちで、物語の筋からズレが生まれ、観衆に違和感を与える。だからこそ、必要とされ

るのは、舞台上の表現の核となる演目をあくまでも拡張させる機能をもつ映像演出だと考

えられる。そこで、人の色の見えを意識した演出をすることによっって、より魅力的で視覚

的に訴えかける演出が可能になるではないかと考えた。 
 
具体的な提案 
 
１、明度対比 
隣り合う色によって、同じ色の明度が高く見えたり低く見えたりする効果であるが、どのよ

うな演出に有効かとすれば、勧善懲悪をテーマとしている劇において、敵か味方かわから

ないようなキャラクターが登場し、物語の展開を聴衆に深読みさせたいときにこのような

明度対比を利用した背景を打出すと、同じ色（味方あるいは敵）であっても明るいのか暗

いのかがはっきりし、直感的に演出 f できるのではないかと提案する。 
 
２、彩度対比・補色対比 
彩度対比は隣り合う色によって、同じ色の彩度が高く見えたり低く見えたりする効果である

が、この色彩を背景に打出すときには場面場面の登場キャラクターの心情を色彩のグラデーシ

ョン変化によって、打出すと人の心情の微妙な変化を色彩の変化によって演出することがで

き、より聴衆は直感的に舞台の世界に没入することが可能ではないかと考えた。また、隣り合

う色が補色関係のときに互いの彩度が高くなったように見える効果を補色対比というが、この

際には、舞台上で対比すべき２人のキャラクターが登場した際に強調したいキャラクターにこ

の色彩を当てつけると注目すべきキャラクターを聴衆は直感的に理解出来るのではないかと考

える。 

 

またこれらの彩度対比、明度対比に同化現象のプロセスを組み込むことによって、それぞれの効

果の強調が可能となるだろう。また、マッハ効果のように色の境界部分では隣接する色の影

響を受けて、一方は明るく、一方は暗く見えるといった変化を利用し色彩の明度変化によっ

て時間経過や場面の切り替わりを色彩で演出することも可能であろう。 
 

 

３、膨張色・収縮色 

 緊迫した場面の背景カラーとしては、収縮色、穏やかな場面では膨張色を利用する。これら

はよく利用されるが、舞台上のキャラクターを美しく見せるためにあえて収縮色の衣装を着せ

ることにより単独キャラクターの引き締めと強調や緩和も可能であろう。 



 

４、進出色・後退色 

色によって、見かけの距離は変化し、色系の色・明るい色は、寒色系の色・暗い色よりも、

進出して見える。この効果を利用し、主役級にあたるキャラクターを赤の衣装といった強調カ

ラーで演出し、に敵役など二番目にあたるキャラクターをそれに対比する寒色系の青の衣装で

演出する。これは歌舞伎の立役、敵役のメイクや衣装の違いにもこの特徴は出ているのは興味

深い。 

 

助六 （江戸歌舞伎における主役級のキャラクター） 

景清（江戸歌舞伎における悪役キャラクター） 
 

 
５、陰性残像 
ある色をしばらく見続けた後、すぐに白い背景に目を移すとその色と反対の色が見えて

くる。色の刺激が網膜に刻みつけられ、その色の刺激に網膜が順応し、弱められた結果で

あり、 もとの色と反転した残像を色の心理補色である。この効果を利用し、その場面に

登場するはずだが登場しないキャラクターの存在を色彩感覚で想起させたり、またはその

場面には登場しないが、存在を匂わせるキャラクターのイメージカラーを心理補色によっ

て意識させることによってイメージが想起されやすくなり、より観客を劇中へ没入させる

ことが可能ではないかと提案したい。 
 
結論 
 私の研究対象が歌舞伎・比較演劇ということもあり、このような色の見え方を意識し

た演出論の提案となりました。あくまでも提案止まりとなり、実行はまだしていない段階

でのレポート提出のなりますが、今後実践させていただくつもりで考えております。どの

ような没入効果と物語の進行に合わせての視覚的演出が有効なのか気になる点ではありま

すが、もし色の見え方を意識した演出が物語の映像演出・衣装演出に有効であるならば今

回この授業を受講して本当によかったと思います。よかったと改めて思えるよう、引き続



き色彩知覚に関しては勉強していきたいと考えております。やはり舞台上で展開される世

界は人の視覚に訴えかけるものであるからこそ、色彩学を応用した演出も可能ではないか

と信じたいです。またこのような可能性を与えてくださった山下先生には感謝したく思い

ます。可能性のひとつとして、日本における伝統芸能の歌舞伎にみる演出に非常に色彩的

な効果（化粧・衣装など）を意図せずとも打ち出してる点に可能性があるのかもしれない

と発見できたことがよかったと心から思います。 
 


